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 英国の欧州連合(European Union, EU)離脱の影響を 2 種類の応用一般均衡(computable 
general equilibrium, CGE)モデル—規模に関して収穫一定の従来型モデルと、企業の異質性と規









The impact of Brexit is investigated using two computable general equilibrium (CGE) 
models, featuring conventional constant-returns-to-scale (CRS) technology and increasing-
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returns-to-scale (IRS) technology with firm heterogeneity, à la Melitz. The imposition of trade 
barriers would trigger a significant contraction of the bilateral trade between the United 
Kingdom (UK) and the rest of the European Union (EU). While a CRS CGE model predicts 
that the trade barriers would benefit or only marginally harm the UK’s welfare, the IRS 
model predicts a larger loss through firm exit and loss of varieties, comparable to the expected 
saving of the UK’s contribution to the EU budget. Among the UK industries, the textiles and 
apparel, steel and metal, and automotive and transportation equipment sectors would suffer 
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1. 導入 








(computable general equilibrium, CGE)モデルと呼ばれる一般均衡理論に立脚したものや、新計量
貿易(new quantitative trade)モデルと呼ばれる重力モデルに立脚したモデルが用いられた。 
 EU 離脱は決まったものの、その具体的な中身については不確定である。将来的には、英国とそれ以
外の EU 諸国(EU27)のあいだで関税・非関税障壁が発生するであろう。それ以外にも、欧州共通農業




推定値は研究ごとに大きく異なっている。Busch and Matthes (2016)のメタ分析によると、しかし、おお
よその共通項としては、GDP のせいぜい±5%程度であろうとしている。例えば、Booth et al. (2015)は
GTAP モデルに依拠した世界貿易の動学的 CGE モデルを用いて、2030 年の時点の GDP が、最悪
の場合、輸入関税の賦課(0.9%だけの GDP減少)、国境措置(同 1.2%)、財の非関税障壁(同 0.5%)等
によって、EU 財政負担の廃止を差し引いても、合計で 2.2%だけ減少すること見込んでいる。
Boulanger and Philippidis (2015)も、GTAPデータベースにキャリブレートされた世界貿易 CGEモ
デルを用いて 2020 年時点の GDP に対する影響を分析している。そこでは、2%程度の貿易費用の上
昇があれば、EU 政府への財政負担廃止による利益はほぼ相殺され、5%程度の上昇なら対 GDP 比
英国欧州連合離脱: 企業退出と財の多様性の喪失 Page 2 
0.7%程度の実質所得の減少をもたらすことを示している。1 PwC (2016)は 英国一国の動学的 CGE
モデルを用いて、貿易障壁に関する影響(GDP を 0.5–2%程度減少させる)もの以外に、離脱自体が惹
起する不確実性が資本市場に与える影響(短期的に GDP を 0.9–2.6%程度押し下げ)や、労働移動の
影響(GDP を 0.8–1.6%程度押し下げ)を、EU 離脱シナリオの中で考慮し、総体として 1.2–5.5%程度
GDP を押し下げるとしている。Ottaviano et al. (2014)は NQTモデルを用いて、GDPの低下幅を、
英欧間で EU域外関税と同率の最恵国(most favored nation, MFN)関税を課すと 0.14%程度、短期
的な非関税障壁によって 0.4–0.9%、長期的な非関税障壁によって 1.3–2.6%と推定し、EU 政府への
財政負担を差し引いた 1.1–3.1%程度の GDPの損失を示唆する。 
 これらの分析では、2つの問題を指摘できる。2 1つ目は、EU離脱の影響を、GDPや家計の実質所
得の変化(ヒックスの等価変分, Hicksian equivalent variations, EVs)といった集計された単一のマ
クロ経済指標のみで測っていることである。これは、おそらくは有権者に対する説明の簡便さや直截さの
ためであろう。一方で、多部門モデルを使ってこそ明らかに出来るような、生産部門ごとの影響や貿易







 本研究では、Melitz (2003)モデルの特徴を取り込んだ世界貿易 CGEモデルを構築し、貿易障壁の
                                                     
1 ただしそこでは、英国と EU27 ヵ国の間は無関税のままであると仮定している。 
2 以下の 2 点以外にも、GTAP データベースを用いた場合にはそのバージョンが現行のバージョン 9 の 1 つ前の
バージョン 8(基準年が 2007年)であることも指摘できよう。 
3 PwC (2016)は、財の多様性に起因する Dixit and Stiglitz (1977)型の規模の経済を考慮しているが、それで
も、企業の異質性は考慮していない。 










 第 2 節では、企業の異質性を背景とした規模の経済のある CGE モデルと、それとの対比のために用





2. Melitz構造を持つ世界貿易 CGEモデル 
 ここでは静学的な世界貿易 CGE モデルを用いる。3 地域(英国、英国以外の EU27 ヵ国、その他地
域(the rest of the world, ROW))、10部門、3種類の生産要素(熟練労働、非熟練労働、資本)を考え
る。生産要素は、各地域内で自由に部門間を移動でき、地域内では要素価格が均一化する。以下の 2
種類の CGEモデルを構築する。 
(1) Armington型 CGEモデル(規模の関して収穫一定) 
(2) Melitz型 CGEモデルModel(規模に関して収穫逓増) 
 Melitz型 CGEモデルでは、6部門について Melitz (2003)モデルの特徴を取り込む(表 2.1)。すな
わち、規模に関して収穫一定の標準的な CGE モデルを元にして(細江ほか(2016))、Dixon et al. 
(2016)を参考に、企業の異質性と製品差別化・独占的競争を導入する(以下、Melitz 構造と呼ぶ)。図
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2.1 にこのモデルの中心的な構造を示す。第 r 地域の第 i 部門の国内生産物 riZ , は、固定費用を
MLZ
riH , 支払った上で、生産要素と中間投入財を用いて生産される。 srikZZ ,,, は、第 s 地域(自地域 r も
含む)へ輸出される第 k バラエティ srikQT ,,, の生産のための投入であり、その生産に際しては仕向地特
殊的な固定費 MLZsriF ,, を要する。このバラエティ srikQT ,,, は Dixit and Stiglitz (1977)が考えたように
CES 型のバラエティ集計関数(代替の弾力性を MLZiσ とする)を用いてバラエティ集計財 sriQT ,, の生産
に用いられる。 
 
表 2.1: 部門名と仮定された Armingtonの代替の弾力性 ARMiσ  
部門名 (略号) 代替の弾力性 ARMiσ b 英国と EU27カ国が EU域外諸国に
対して課している輸入関税率 (%)b 
農業 (AGR) 2.39 2.2/2.6 
鉱業 (MIN) 5.31 0.0/0.0 
繊維・衣料 (TXA)a 3.78 6.3/7.2 
食品・飲料 (FOD)a 2.49 10.0/11.9 
化学 (CHM)a 2.80 1.2/1.4 
鉄鋼・金属製品 (STL)a 3.54 0.9/1.0 
自動車・輸送機械 (AUT)a 3.16 2.7/2.6 
その他製造業 (MAN)a 3.89 1.0/1.1 
輸送 (TRS) 1.90 –/– 
サービス (SRV) 1.94 –/– 
注: 
a: Melitz型 CGEモデル中でMelitz構造を有する部門 
b: GTAPデータベース・バージョン 9A より取得 
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図 2.1: Melitz型 CGEモデルの構造 
 
注: この図では第 r 地域の第 i 部門の財の流れを描写しており、その解釈については細江ほか(2016)
で示される 1国モデルと同様である。国内生産物 riZ , の生産過程については簡単化のために捨象した。
貿易相手国は r, s, s’で表し、バラエティ生産企業は k と k’で表す。中黒•は平均的な生産性を持つ企
業を表す。 
 
 Melitz (2003)が労働によって固定費 MLZriH , と
MLZ
sriF ,, を測るのに対して、本研究では、Itakura and 
Oyamada (2015)に倣い、国内生産物 riZ , 単位で測る。なお、既存研究では、Melitz型 CGEモデル
に固定費を導入する際には、これ以外にいくつかの異なる方法を用いている。Zhai (2008)は資本、労





 Armington (1969)の合成財 riQ , は、上で述べた 3地域から供給されるバラエティ集計財 rsiQT ,, を、
                                                     
4 モデルの詳細については、求めに応じて付録を配布する。 
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iσ が同じ値をとる場合には、2 段階の入れ子型 CES 関数は、Melitz (2003)が元々仮定











中間投入 rjiX ,, がこれに当たる。家計の効用関数については、Cobb=Douglas 型関数を仮定する。政
府消費と投資は外生とし、これらの費用は一括固定的な直接税と家計貯蓄によって賄われるものとする。
モデルの閉じ方(macro-closure)として、経常収支赤字が外貨(ROW国通貨)建てで外生とする。 
 Armington 型 CGE モデル(および、Melitz 型 CGE モデルの中で規模に対して収穫一定の 4 部
門)では、上記の Melitz 構造を考えない。この場合、国内生産物 riZ , は直ちに国内供給・輸出 sriQT ,,
に充てられ、一切の固定費も発生しない。標準的な CGE モデルでは、変形の弾力性一定(constant 
elasticity of transformation, CET)の関数を用いて国内供給と輸出供給を決定するが、ここではその
ような CET 関数を用いない。(変形の弾力性を無限大と仮定することと等しい。) Melitz 型 CGE モデ
ルと Armington型 CGEモデルの両者の構造をなるべく類似したものにして、Melitz構造の影響を浮
き上がらせるために、CET関数を捨象したモデルを採用する。 
 モデルは GTAP データベース・バージョン 9A(基準年は 2011年)にキャリブレートされ、代替の弾力
性 ARMiσ もこのデータベースに依拠する(Hertel (1997))。Melitz 構造を特徴付けるパラメータについ
ては、Bernard et al. (2003)から MLZiσ を 3.8 とし、Balistreri et al. (2011)から企業の生産性を決め
る Pareto分布のシェイプ・パラメータを 4.6 とする。Melitz型CGEモデル分析(たとえば、Dixon et al. 
(2016)や Balistreri and Rutherford (2013))でしばしば行われるように、これらの値を、3地域すべて
の規模の経済性がある 6部門に用いる。 
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3. シミュレーション・シナリオ 




シナリオ 1: 輸入関税の賦課 
 両者が、これまで EU 域外諸国に対して課してきたものと同じだけの輸入関税を、両地域間の貿易に









シナリオ 2: 輸送費上昇と輸入関税の賦課 






シナリオ 3: 輸出固定費用の増加と輸入関税の賦課 
 シナリオ 1 で考えた輸入関税の賦課に加えて、両地域間の輸出の固定費が 10%ないし 20%増加す
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ることを考える。シナリオ 2 と同じく、信頼できる情報がないために、この費用の増加幅は恣意的に仮定

















るが、この EU27 ヵ国への輸出は、EU27カ国から英国への輸出の減少幅の 2倍程度の大きな落ち込
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 企業の異質性を考慮した理論分析が予見するように、Melitz 型 CGE モデルを用いた場合には、予
想される貿易の減少量が非常に大きくなり、それはとくに、規模の経済性を持つ 6 つの部門で顕著であ
る。予想される低下幅は、繊維・衣料、鉄鋼・金属製品、自動車・輸送機械と、その他製造業では、
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Armington Trans. C. (+20%)
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Melitz Trans. C. (+20%)
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と共通である。輸出固定費用の上昇は、それらとは対照的に、貿易量をさらに大きく低下させる。これは
とくに、化学、鉄鋼・金属製品、自動車・輸送機械、および、その他製造業で顕著である。 
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いる。例えば、シナリオ 1 と 2では、英国の鉱業やその他製造業では、2つのモデルが示唆する生産量
の変化の方向が逆になったり不安定だったりする。化学部門の生産縮小幅は、Armington 型CGEモ











EU 政府に対する財政負担—およそ英国 GDP の 0.5%程度—をなしで済ませるために EU 離脱を選
択するべきであろうか。図 4.4は、3地域が受けるマクロ・レベルでの経済厚生効果を、実質所得の増減
を測る等価変分を用いて示している。Armington 型 CGE モデルを用いると、輸入関税の賦課のみを
考える場合(シナリオ 1)には、その英国における厚生上の影響は、実はわずかながら正になることが示
唆される。5 輸送費の上昇を輸入関税の賦課に加えて考える場合(シナリオ 2)、厚生効果は大きくはな
                                                     
5 ただし、Armington の代替の弾力性 ARMiσ を、元の GTAP データベースに示された値から 40%だけ大きいも
のを仮定すると、この離脱の利益は負になる。 













賦課のみを考えた場合(シナリオ 1)の損失の 2倍に達する。 
 英国が受ける厚生効果に比して、EU27 カ国が受けるそれは、シナリオ 1 と 2 のような場合には、
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Armington Trans. C. (+20%)
Melitz Tariff
Melitz Trans. C. (+10%)
Melitz Trans. C. (+20%)
Melitz Fixed C. (+10%)
Melitz Fixed C. (+20%)
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生損失は、英国のそれの場合と同用意、シナリオ 1の損失の 2倍に達する。 
 なお、厚生損失の金額水準自体は、英国のそれもEU27カ国のそれもほぼ同程度である。しかしなが
ら、両地域の経済規模が大きく異なる以上、この損失の持つ意味は、英国にとってはとくに深刻である。
ところで、英国と EU27 カ国が、「お互いに損をする」EU 離脱という取引の陰で、欧州単一市場から自
らの地域への貿易転換効果を通じて、その他地域(ROW)はつねに漁夫の利を得ている。 
 これまでは、モデルやシナリオの中で、英国による EU 政府への財政負担を陽表的に考慮してこなか
った。EU離脱の負の影響は、英国のGDPの 0.5%にも達するとされる財政負担の廃止に見合うものな
のであろうか。図 4.4に示した厚生効果(実質所得の変化)は、基準均衡における英国のGDPの 0.48%
に相当する損失(Melitz型 CGEモデルを用いて、シナリオ 3の 20%の輸出固定費用の上昇と輸入関
税賦課を考慮した場合)から、同 0.02%に相当する利益(Armington 型 CGE モデルを用いて、シナリ
オ 1の輸入関税賦課のみを考慮した場合)の間にある。ここでは、様々な EU離脱の影響の中で、貿易
障壁に直接関係する最小限の要素を考えてきた。このシミュレーションの結果は、離脱賛成派が国民投











 筆者の知る限り、Melitz型 CGEモデルを用いた CGEモデル分析では、Melitz (2003)の元のモデ
ルがそうであるように、これら 2つの代替の弾力性に対して同じ値を与えて、したがって、1段階の CES
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 本研究では、英国の EU離脱の影響を、企業の異質性を考慮した最新の CGEモデルを用いて分析
した。そこでは、企業の異質性があるために、企業の退出による生産性の変化と財の多様性を失わせる













                                                     
6 それらの感応度分析では、1段階の CES関数とすることでモデルを簡単化することや、Arkolakis et al. (2012)
が指摘した Armington モデルと Melitz モデルとの間の「貿易の弾力性」を介した厚生効果の等価性に関心があ
ったことも、その理由であろう。 




 本研究では、近い将来に起こりそうな、貿易に直接関連した EU 離脱の影響に注目して分析してきた。
その一方で、投資や FDI といった欧州経済を成長させていく長期的・動学的な要素は考慮しなかった。
こうした点については、FDIを陽表的に考慮したCGEモデル(たとえば、Hosoe (2014)による財生産企
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Armington の代替の弾力性 ARMiσ とバラエティ間の代替の弾力性
MLZ
iσ を変化させて同じシミュレー









影響)が英国に見られる(表 A.1)。バラエティ間の代替の弾力性 MLZiσ は、独占的競争市場における限
界価格に対するマークアップ率、すなわち、不完全競争の程度や規模の経済性と反比例している。これ
から、低い代替の弾力性の下で許されていた大きな独占利潤が失われることが、より大きな EU 離脱の
影響につながっていることが理解できる。EU27 ヵ国においては、(シナリオ 3以外では) MLZiσ の大小が
予測される厚生効果に与える影響は小さく、また、鮮明な傾向はない。 
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図 A.1: 英国の EU離脱の英国に対する影響(左パネル)とEU27カ国に対する影響(右パネル): 5%大
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図 A.2: 英国の EU離脱の英国に対する影響(左パネル)とEU27カ国に対する影響(右パネル): 5%大
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図 A.3: 英国の EU離脱の英国に対する影響(左パネル)とEU27カ国に対する影響(右パネル): 5%小
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Base 354 −279 −907 −3,350 −4,047 −4,735 −7,410 −10,948
σARM+5% 299 −330 −955 −4,121 −4,824 −5,515 −8,270 −11,846
σMLZ+5% −2,840 −3,539 −4,230 −6,269 −9,292
σMLZ−5% −4,329 −5,024 −5,707 −9,129 −13,219
EU27
Base −2,638 −3,077 −3,512 −3,210 −3,575 −3,939 −5,602 −7,743
σARM+5% −2,613 −3,048 −3,479 −3,145 −3,495 −3,844 −5,521 −7,651
σMLZ+5% −3,211 −3,583 −3,953 −5,235 −7,053
σMLZ−5% −3,309 −3,663 −4,017 −6,098 −8,589
ROW
Base 1,243 1,462 1,678 3,058 3,117 3,177 4,422 5,615
σARM+5% 1,243 1,456 1,666 3,683 3,736 3,789 5,130 6,380
σMLZ+5% 2,717 2,789 2,861 3,836 4,827
σMLZ−5% 3,878 3,921 3,965 5,547 6,970
Melitz ModelArmington Model
